
『支援者支援の理論と実践』

メンタルヘルスの支援者は、こころを使うことにより臨床を深めますが、その支援の中で無
自覚に傷つき疲弊していくことも多くあります。
また、ライフサイクルの中で個人として味わうさまざまな苦労も臨床経験に生かすことので
きる糧であるとはいえ、時間や労力から仕事との両立に限界も生じてきます。

日時 2024年2月23日（金曜・祝日）10時～16時

定員 80名

4,000円

心理援助職の専門家（守秘義務のある方） 日本総合病院精神医学会の非会員も申し込み可

参加費

対象

場所

プログラム

申込フォームで受付後，参加の可否や振込先をご案内します（締切：2024年2月9日（金））

オンライン（Zoom）

申込

特定非営利活動法人 女性心理臨床ラボ事務局
fpcl.yoyogi.office@gmail.com

お問い合わせE-mail

第1部 10時～12時 講演
座長：東京女子医科大学病院 赤穂理絵先生

講演１．「医療者支援の現状と課題」
講師：東京医科歯科大学病院 竹内崇先生

講演２．「心理臨床の中で、支援者支援が問われるとき」
講師：国家公務員共済組合連合会虎の門病院 舘野由美子先生

昼休み 12時～13時

第2部 13時～16時 パネルディスカッション
座長：埼玉メディカルセンター 花村温子先生

パネリスト： 三井記念病院 冨岡直先生
こころのホームクリニック世田谷 高野かさね先生
帝京大学心理臨床センター 笠井さつき先生

指定討論： 京都大学名誉教授 松木邦裕先生

日本総合病院精神医学会・医療者支援委員会
NPO法人女性心理臨床ラボ

共催オンライン研修会

公益財団法人 日本臨床心理士資格認定協会の承認研修機会
（ワークショップ型研修会：2P）として申請予定です。

ポイント

https://forms.gle/Y1rkRSjotApJrN6g7

私たちはこころの支援者として、どのように支援者自身の傷つきについ
て考え扱っていくことができるのか、支援者こそが自分自身を大切に
するという必要性が問われています。
本研修会は、講演ならびにパネルディスカッションを通して、支援者支
援への考えを深めるものです。
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